
2削減効果が期待できる。更に

超電導ケーブルは，超電導磁気シールドを持つことにより漏れ

磁界ゼロ化とリアクタンスを低減することができ，限界送電電

力を増加できるために，電力系統から中間変電所を省略して大

幅な送電線建設のコストダウンが可能となる 1）。地球環境保全

という制約のもとでエネルギー供給の安定的な発展のためには

エネルギーの電力化が必要であり，超電導ケーブルは電力系統

強化技術の確立に有効な技術である。

そのために，日米欧で超電導ケーブルの研究開発が進められ

ている。国内では，平成 12年より経済産業省Ф蕷
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である。これは，Bi2223銀合金シーステープが唯一 77 Kで，

ケーブルで必要とされる高い臨界電流密度（Je）と，1 km級の

長尺線が得られているためである。Bi線材は，一般に高い臨

界電流密度を得るために，ロールやプレスによりテープ形状に

形成されて用いられる。線材構造は，数 µm厚さの細いBi2223

フィラメントが，幅3.5 mm厚さ0.2 mmのテープ状の常電導金

属シース内に多数本埋め込まれた断面形状をもつものである。

超電導線は，時間的な磁界変動が加わると交流損失が発生し，

超電導の基本特性の低下や用途制約が起こる。したがって，実

用超電導線材にとって交流損失の低減が重要な技術である。低

交流損失技術として，超電導フィラメントを撚線加工（ツイス

ト）する方法がある（図 3）。このフィラメントツイストは，

金属系の超電導線材ではすべての線材において行われている技

術であるが，酸化物超電導線では，フィラメントにダメージを

与え、性能が劣化する問題があった。古河電工では製造条件の

最適化により，ツイストしない超電導線とほぼ同じ性能を持つ

フィラメントツイストした超電導線材を製造する技術を確立し

た。また，製造した超電導線の交流損失も，フィラメントツイ

ストしていない線材に比べ1/5まで小さくすることができた






